
守口市駅北側エリアリノベーション推進事業
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※エリアの将来イメージを共有しやすいように、取組の方針を踏まえた誘導機能の配置等をアイデア　　
　ベースで可視化したものです。開発計画等の事業実施内容を明示するものではありません。
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守口市駅北側リノベーション推進事業とは　

　今、世界の多くの都市で、まちなかを、⾞中⼼から⼈中⼼の空間へと転換することで、⼈々が集い、憩い、多様な
活動を繰り広げられる場へと改変する取組が進められています。これらの取組は、ひと中⼼の豊かな⽣活空間を実現
させるだけでなく、地域消費や投資の拡⼤、観光客の増加や健康寿命の延伸、孤独・孤⽴の防⽌といった、様々な地
域課題の解決や新たな価値の創造につながります。
　守⼝市でも「居⼼地が良く歩きたくなるまちなか」の形成（ウォーカブル推進都市）を⽬指し、令和３年３⽉に策
定した「第６次守⼝市総合基本計画」をはじめとして、市政運営に係る基本⽅針等を定める各種の主要計画において
も、守⼝の魅⼒と出会う機会を増やすことや、守⼝市駅周辺など市内外の多くの⼈を惹きつける地域のランドマーク
となる都市の顔づくり、それらの魅⼒の発信による都市イメージの向上に向け、中⼼市街地のエリアマネジメントの推
進に取り組むこととしています。その具体的なアクションプランとして、守⼝市駅北側を対象としたエリア価値の向上
に向け、公⺠が連携して、共にまちづくりに取り組むための「守⼝市駅北側エリアリノベーション戦略」を策定しました。
　エリアリノベーションとは、社会構造の変化するスピードが早い現代の新しいまちづくりとして、低利⽤の公共空間
や空き家・空き地等を活⽤し、チャレンジできる場づくりやリノベーションにより、まちの魅⼒を積み上げ、エリアの
価値やイメージを向上させるエリア形成⼿法です。再開発や区画整理など、⻑期的に計画を⽴て⼤きくまちを変える
のではなく、既存のまちの魅⼒やポテンシャルを⽣かし、共感・賛同する⼈々や事業者を集め、ともに「⼩さく試す」
ことによって、少しずつ変化を起こし、エリアのイメージや価値を転換します。
　すでに今ある魅⼒（地元の名店、歴史ある独特な雰囲気など）を守り育みながら、地域としての知名度やエリア価
値の向上につなげ、その価値を⽣かすハード整備などにも取り組んでいきます。

私
の
守
口

歩
い
て
つ
な
ぐ

守口市の
まちづくり
SWOT

S	trength	 顕著な魅力
	 なくなると困る魅力
	 文禄堤　独特な雰囲気
	 交通利便性

守	る分野	 歩いて楽しむプログラム

	 守口さんぽ

攻	める分野	 立地・地形を活かす
	 プログラム

	 ハード整備

O	pportunities	 社会の動き
	 伸びしろ　チャンス
	 ウォーカブル
	

T	hrests	 競合　脅威　競争相手
	 他地域　他施設
	 人口減少　少子高齢化

Ｗ	eakness	 潜在的な魅力
	 あまり知られていない魅力
	 意外とある地元の名店
	 歴史的建造物が醸し出す	
	 独特の雰囲気
	 多様な買い物選択肢
	 攻めの教育投資

育	てる分野	 口コミ創造プログラム

	 SNS・メディア配信
限られた資源を
無駄にしないよう
取り組まない

守る分野・育てる分野→攻める分野の順に進める
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意外とある地元の名店 意外とある地元の名店

た
と
え
住
ん
で
い
た
り

毎
日
働
い
て
い
た
り
し
て
も
、

「
守
口
ら
し
さ
っ
て
何
？
」

と
聞
か
れ
る
と

う
ま
く
説
明
で
き
な
か
っ
た
り
す
る

守
口
と
い
う
町
の
記
憶
を
更
新
し
て

こ
こ
か
ら
始
ま
る
未
来
を
考
え
て
み
た
い
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豊秀松月線は、「守口の顔となる新たなストリート」として、東西・南北の軸に各エリアの特色をつなぎ、
多様な人・活動・使い方ができ、常に守口の新しい魅力に出会える公共空間として整備します。
沿道店舗や近隣等の事業者、市民が道路を活用したオー
プンテラスやマルシェ等のイベントに活用できるようハード
整備・ソフトのしくみ、ルールづくりを行い、店舗単体で
は生まれにくい価値や相乗効果、新しい魅力を生み出す
チャレンジを創出する場、コンテンツや人が交わる場とし
ます。歩道部の民地側に 3m の滞在・占用区域を設け、
歩道・車道帯と分離します。歩・車道区域と滞在・占用

区域の間には、街路樹を設け、ゆるやかな境界をつくり、通行安全性や滞在性、快適
性を高めるとともに、主に沿道店舗が占用できる区域としてオープンカフェやテイクアウト
等のサービス提供に活用できる賑わい創出に資するゾーンを整備します。

青空の下　買いものしたり　のんびり過ごしたり

豊秀松月線は、京阪守口市駅と国道 1 号線をつなぐ、守口のシンボルロード。
かつて淀川の堤防道として整備された「文禄堤」へと続く階段、本町橋とその下
を通る車道が立体的に交差するこの場所には、その歴史や文脈がどことなく漂
う。
豊秀松月線の歩行者の安全性や快適性を確保する道路拡幅が計画され、いよ
いよ整備がはじまった。近い将来、犬と散歩したり、ジョギングしたり、ぼーっと
ベンチに座って佇んだり、知り合いに偶然出会って世間話したり、店舗の前には
テラス席や露店などが滲み出し、買い物や食事を楽しむ人の姿が見られるように
なりそうだ。

ひと月ごとの　驚きと感動北海道の旬の食材が守口で楽しめる

〝長居して迷う〟しあわせ夜さんぽの いつもの よりみち

癒しと自分磨きで整えるひとりでも家族でも楽しめる

cafe mikke
豊秀町 2-5-1
11:30-20:00
㊡水・日

North Dining 
神衣 
金下町 2-1-12 アークY 1F
平日  11:30-14:00
　　 17:00-24:00（23:00LO）
土祝 17:00-24:00（23:00LO）
㊡日

La gioia
日吉町 2-3-1
10:00-18:00
㊡水・日

さんま夕立ち食堂
本町 1-3-1
17:00-24:00
㊡月

Relax&Beauty 
la mana
金下町２丁目
平日8:30-18:00 最終 16:30
土日8:30-19:00 最終 17:30 
※要予約

焼肉ホルモン
牛蔵 京阪守口店
寺内町 2-1-2
月- 木  
　　　
金　　 
　　　
土　　 
日祝　  
無休

11:00-14:30(14:00LO）
17:00-22:30(22:00LO)
11:00-14:30(14:00LO）
17:00-23:00(22:00LO)
11:00-23:00(22:00LO)
11:00-22:30(s22:00LO)　　

定番のチーズケーキはひ
と月ごとに味が変わるス
ペシャリテ。たっぷりサイ
ズの浅煎りコーヒーと相
性抜群です。ランチセッ
トや、土鍋ご飯も大人気
で、お昼どきは満席となる
こともしばしば。テイクア
ウトもOK！

創業 20 年。北海道の旬の食材と本場の味が
楽しめる隠れ家のような店。北海道といえば、海
鮮丼。名物の釜飯と迷います。ランチも営業して
いて、お昼からちょっと贅沢ができるのが嬉しい。

毎日行きたい、センス抜群のお花屋さん。予算と雰囲気を伝えて、お店
のかたにおまかせすれば、まちがいなし！なんだけれど……あえて自分で、

「あれもいい、これもかわいい」と、時間をかけて迷いたいところ。

〝守口的立ち飲み〟の代表店。1階は立ち飲みですが、
2 階は着席可能。意外性のある素材の組み合わせと、
ユニークなメニュー名で、気楽にコミュニケーションで
きるよう、工夫されています。

オーナー自身が、皮膚科でも治らない皮膚炎に悩んだ末、栄養学などの
専門知識を習得して開業したという癒しの空間。表面的、一時的な肌改
善にとどまらず、原因を究明・解決をめざし、生活習慣などのアドバイスも
してもらえる。

歩
い
て
つ
な
ぐ

私
の
守
口

豊秀松月線
豊秀町 2 丁目
京阪本通 2 丁目付近

オーナー自ら買い付ける上質な黒毛和牛を、リーズナブルに楽しめる焼
肉屋さん。お肉はもちろん美味しいがオススメは冷麺。もちつる食感の麺
にスッキリとしたスープが、焼肉のシメにぴったり。テーブル設置のマイサー
バーで生ビールが注げるマイ生は、飲み過ぎ注意ｗ

m
o r i g u c h i s h i  a

r e
a

 renovation

豊秀松月線
事業
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新鮮な魚介は 角打ちで !?昭和タイムスリップ

ちょっとだけ、よそいきごはん挑戦的エスニック

技術×空間にこだわったヘアサロン＆ヘッドスパ

ここから紡ぐ 大切な人との時間悩みに寄り添ってくれる

ひよし酒店
立ち飲み倶楽部
日吉町２-2-11
ウエリスアーバン守口１階
火 - 金  17:00-21:30（21:00LO）
土　　 15:00-21:30（21:00LO）
日        15:00-21:00（20:30LO）
㊡月

来迎カレーの店
うぺぽ
来迎町 5-17 
11:30-14:30
17:30-20:00
㊡火

樂食イタリアン
マジョリカ
大枝東町 2-5
11:30-14:00（13:30LO）
17:30-22:00（21:00LO）
㊡月、不定休

炉端焼き 一新
本町 1-3-10
17:00-24:00
無休

Sol.hair
LIFE SPA
本町 1丁目3-3
中井ビル 4F
10:00-21:00 ※要予約
㊡不定休

be'leef.ric 
桜町 5-9
ギャラント石土第 2ビル 1F
10:00-19:00
無休

ビリヤニの家 守口店 
寺内町 2-7-5 荒萬ビル 1F
10:00-15:00
18:00-22:00
㊡日

明るく、にぎやかな角地─「まえだ酒店」
が移転しリニューアル。〝角打ち＝お酒を
飲む場所〟というイメージですが、新鮮
なお刺身を堪能できる店の魅力はそのま
まに、一人でも複数人でも立ち寄りやすい。

イタリアンは私にとっては「ちょっとよそいき」。とくに夜とか、休日のブラン
チの場合は、だれかと一緒に行って、シェアしながら、デザートの名物パ
ンナコッタまでちゃんと食べたいなと思うのです。

仕事でも、プライベー
トでも「ここぞ！」と気
合いを入れたいとき
選ぶ店。Q_ 炉端焼
きでいいの？A_ だい
じょうぶ。野菜も魚介
も、ここの食材選び
はどれもピカイチです
から！

「ああわたし、自分のため
に生きてないなあ」そう感
じるとき行くのがここ。
仕事が忙しく、髪もボサ
ボサな状態から、見事に
救い出してくれる。美容師
さんもおしゃべりしながら、
心も髪も蘇らせてくれる心
のオアシスです。

本格的なビリヤニ（パキス
タン料理）が守口でも食
べれる。見た目はチャーハ
ンだけど、味はひとことで
いうと、「初めて食べる味」
なのに美味しい。
パクチーが苦手な人は「パ
クチー抜き」も可能です。
食後のラッシーもぜひ。

年齢も、肩書きも関係
ない	人がつながる空間
がつくりたくて。

大学生で立ち呑み屋の経営をスタートし、
現在３店舗を構える貴嶋さん。大阪市内
ではなく、なぜここ守口を選んだのか？
お話を伺いました

立ち呑みスタンド	ヨッコイショ	守口店　
代表	貴嶋	凌さん

貴重な町のパン屋さん

Les pains
favoris
豊秀町 2-5-11
7:00-18:00
㊡月、不定休

木調のドアが目印の、おしゃれでかわいい佇まい。菓子パン、お惣菜パン、
食パン、バケット……ひと通りそろう、守口を代表する町のパン屋さん。味、
価格、お店の雰囲気、すべてが GOOD！

立
ち
呑
み
屋
を
始
め
た
こ
ろ

貴
嶋　
父
か
ら
「
学
生
の
う
ち
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
お
け
」
っ
て
、
ア
ド
バ
イ
ス

さ
れ
て
た
ん
で
す
よ
。
父
自
身
が
経
営

者
だ
っ
た
か
ら
、
そ
の
影
響
が
大
き
い

で
す
ね
。「
立
ち
呑
み
な
ら
、
僕
に
も
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
」
ふ
と
そ
う
思
い

立
っ
て
…
…
。

─
な
ぜ
？
立
ち
呑
み
を
？

貴
嶋　
大
学
生
か
ら
お
酒
を
呑
み
始
め

て
、
初
め
の
う
ち
は
お
金
も
な
い
し
、

呑
み
放
題
一
択
。
そ
の
う
ち
だ
ん
だ
ん

と
「
ち
ょ
っ
と
大
人
の
飲
み
方
を
し
た

い
」
っ
て
思
う
よ
う
に
な
っ
て
、
行
き

着
い
た
の
が
天
満
の
立
ち
呑
み
屋
街
。

そ
こ
で
立
ち
呑
み
の
面
白
さ
に
い
っ
ぺ

ん
で
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

─
大
学
生
で
お
店
を
始
め
た
わ
け
で
す

ね
？

貴
嶋　
そ
う
で
す
。
学
生
だ
か
ら
お
金

は
な
い
し
、
就
活
も
並
行
し
て
た
の
で
、

時
間
も
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近

所
に
居
抜
き
物
件
が
出
た
と
訊
く
と
、

「
こ
れ
は
も
う
や
る
し
か
な
い
」
っ
て

思
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
。
父
か
ら
初
期
費

用
を
借
り
て
、
改
装
は
ほ
ぼ
Ｄ
Ｉ
Y
、

１
０
０
万
円
く
ら
い
で
設
え
ま
し
た
。

3
年
生
で
準
備
を
始
め
た
ん
で
す
が
、

お
店
を
オ
ー
プ
ン
し
た
と
き
に
は
、
4

年
生
に
な
っ
て
ま
し
た
。

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
？

貴
嶋　
ひ
と
ま
ず
始
め
た
も
の
の
、
経

営
は
も
ち
ろ
ん
、
料
理
の
こ
と
も
よ
く

わ
か
ら
な
い
。

─
ど
う
し
た
ん
で
す
か
？

貴
嶋　
母
や
地
域
の
パ
ー
ト
さ
ん
に
相

談
し
て
、
ま
ず
は
、
お
ば
ん
ざ
い
ス
タ

イ
ル
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

─
お
ば
ん
ざ
い
ス
タ
イ
ル
？

貴
嶋　
昼
間
、
僕
が
大
学
に
行
っ
て
い

る
間
に
料
理
を
作
り
置
き
し
て
も
ら
っ

て
、
夕
方
（
僕
が
学
校
か
ら
帰
っ
て
）

店
を
開
け
る
と
い
う
。

─
考
え
ま
し
た
ね
。

貴
嶋　
い
つ
も
時
間
が
な
く
て
、
忙
し

か
っ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ

み
ん
な
で
集
ま
っ
て
メ
ニ
ュ
ー
を
検
討

し
た
り
、
運
営
改
善
方
法
を
考
え
た
り

す
る
時
間
は
、
僕
に
と
っ
て
生
き
が
い

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
守
口
で
挑
戦
し
た
い

こ
と

貴
嶋　
お
か
げ
さ
ま
で
2
号
店
は
、
2

周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す

よ
。

─
わ
あ
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

貴
嶋　

1
号
店
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
マ
ニ
ュ

ア
ル
化
し
、
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ
フ
も

積
極
的
に
採
用
し
ま
し
た
。
今
、
新
た

に
3
号
店
を
オ
ー
プ
ン
し
、
食
材
の
新

し
い
使
い
方
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
店
舗
ご
と
に
、

違
っ
た
特
徴
が
出
せ
た
ら
い
い
な
と
。

部
活
動
の
あ
る
飲
食
店

─
こ
こ
は
、
お
客
さ
ん
同
士
、
仲
が
良

い
で
す
よ
ね
。

貴
嶋　
一
緒
に
経
営
を
し
て
く
れ
て
る

ス
タ
ッ
フ
も
、
僕
も
、
人
と
話
を
す
る

の
が
好
き
な
ん
で
す
。
お
し
ゃ
べ
り
好

き
が
集
ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
自
然
と
会
話
が
生
ま
れ
、
そ
し
て

仲
良
く
な
れ
る
お
店
に
し
た
か
っ
た
ん

で
す
。
ス
タ
ッ
フ
と
お
客
さ
ん
と
の
会

話
か
ら
、
そ
の
う
ち
お
客
さ
ん
同
士
で

会
話
が
は
ず
む
よ
う
に
な
り
、
今
で
は

部
活
（
？
）
ら
し
き
も
の
も
行
わ
れ
て

て
。
ダ
ー
ツ
部
、バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部
、ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
部
、
麻
雀
部
、
競
馬
部
…
…
。

─
け
っ
こ
う
あ
り
ま
す
ね
。

貴
嶋　

兼
部
も
で
き
ま
す
し
、
全
部

入
っ
て
る
人
も
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

何者でもない自分に戻る フラット空間

立ち呑みスタンド 
ヨッコイショ 守口店
金下町２丁目２−３
16:00-23:00 ／ 14:00-23:00 ㊏㊐
㊡月

元
々
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
る
空
間

づ
く
り
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

お
店
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
テ
ィ
が
広
が
っ

て
行
く
の
は
、
素
直
に
う
れ
し
い
で
す
。

守
口
を
選
ん
だ
理
由

─
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
守
口
で
お
店
を
始

め
た
の
は
な
ぜ
な
ん
で
す
か
？

貴
嶋　

地
元
だ
か
ら
で
す
。
そ
れ
と
、

こ
の
辺
り
は
飲
食
店
同
士
け
っ
こ
う
仲

が
良
く
て
、
自
分
の
店
が
休
み
の
日
に

ほ
か
の
呑
み
屋
さ
ん
に
行
っ
た
り
、
合

同
で
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
り
と
い
う

カ
ル
チ
ャ
ー
が
残
っ
て
い
る
。
僕
は
そ

れ
が
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
る
ん
で
す
。

守
口
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

貴
嶋　

便
利
で
す
よ
ね
。
買
い
物
も
、

交
通
も
。
幅
広
い
世
代
の
人
が
暮
ら
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
魅
力
の
ひ
と
つ
か
な
。

い
ろ
ん
な
人
が
い
る
か
ら
、
い
ろ
ん
な

お
店
が
あ
る
。
個
人
店
も
、
チ
ェ
ー
ン

店
も
、
一
緒
に
な
っ
て
、
街
を
つ
く
っ
て

い
け
る
。
ま
だ
ま
だ
、
面
白
い
こ
と
が

で
き
そ
う
で
す
。

風情ある民家が軒を連ねる一角にあるカレー屋さん。ここのカレーは、た
しかにスパイシーなんだけど刺激的じゃない。聞くとバターも香辛料が控
えめだとか。激辛系が苦手な人たちにとってのカレーの聖地です。

京阪電車が見えるこの美容室では、ヘッドスパも受けられる。なにかに行
き詰まったら、髪型を変えるだけでなく、心身ともにリラックスできるヘッド
スパも一緒に。最強の気分転換。
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永松	萌美さん	（会社員）

通
勤
至
便
で
選
ん
だ
守
口
が
、

今
は
ず
っ
と
に
住
み
続
け
た
い
守
口
に
。

大
阪
市
内
に
あ
る
会
社
に
通
う
ご
夫
婦
ふ
た
り
暮
ら
し
の
永
松
さ
ん
。

住
み
続
け
た
い
と
ま
で
思
う
よ
う
に
な
っ
た
守
口
の
魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

おしゃれにしつらえたいときの安心相談窓口もうひとつの書斎

オーダーメイドでつくりたい

ペペロンチーノをお試しあれ！

気軽に本格イタリアンをついつい、あれもこれも

おいしく安く美しく来るとほっとする、まちのケーキ屋さん

cozy plan
佐太中町 2-9-8
9:00-17:00
㊡日・祝

珈琲倶楽部
京阪北本通 2-9
7:00-18:00 月のみ 7:00-14:00

［ランチ］11:30-14:00
㊡火

Leather
Arts Jonney
京阪北本通 5-10
13:00-20:00
㊡月・水

Bata BAR
浜町 2-1-18
11:30-14:30(13:30LO)
18:00-23:00(21:00LO)
㊡月

Binario
橋波東之町 3-2-38
京阪西三荘スクエア North 1 階
平日      11:00-22:00（20:30LO）
土日祝   11:00-21:00（20:00LO）
無休

ぱん工房ラパン
西郷通 1-3-10
8:00-19:00
㊡月、第 2、第４火曜日

菓子工房Any
東光町 3-2-24
11:00-19:00
㊡火・水

パティスリー
ブルボン
西郷通 2-6-14
10:00-19:00
㊡水

佐太をうろうろしていて、
偶然見つけたインテリア
ショップ。廃材を利用して
製作された１点ものが揃
う。
ここのアイテムがひとつあ
るだけで、がらりと部屋の
印象が変わりそう─。楽し
い空想が止まりません。

ダンディな店主が作る革細工は、すべてがかっこいい！自分だけの逸品に
出会えるかも。オーダーメイドで作る財布はもちろん、カラフルなイーグル
キーホルダーや子供も楽しめる革の手染めワークショップも大人気。最
近はマルシェイベントにも積極的に出店中です！

閑静な住宅街に 2022 年 9 月にオープンしたお店。ひかえめな音楽と、
ひかえめな光に包まれる、落ち着いた空間。ボリュームあるパスタが美味
しいと、家族連れ、女子会で利用する方が増えています。

グランシェフ・サルヴァトーレが手掛ける本格イタリアンがリーズナブルに
味わえる。1人でも大人数でもシーンに合わせた楽しみかたができます。
毎月第 1日曜日はトモーニマルシェも開催！地元出店者中心に飲食、美
容、野菜販売、子ども向けプログラムなど家族で楽しめます！

ミックスサンド、あんぱん、塩パン、と、とにかくコスパのいい、地元で
大人気のパン屋さん。甘い系か、おかず系か、ボリュームのあるやつか、
軽いやつか、食パン、バケットという手も……と、迷った挙句、ついいろ
いろ買ってしまう。買ってお店を出た瞬間から、つまみ食いしてしまうことも。

2021年 8 月にオープンし、わずか 3 年足らずで守口でケーキを買うな
ら、ここ！といわれるほどの人気店に！〝anybody ＝誰でも〟が店名の由
来。ケーキ1個から、気兼ねなく買えそう。

地元で長く愛される、昔な
がらのケーキ屋さん。ケー
キはいずれもレトロ感あふ
れる佇まい且つ大ぶりで
す。注文してからクリームを
入れてくれるスタイルのクッ
キーシューはボリューム満
点。食べ歩きも楽しい。

レトロで静かな純喫茶。「テレ
ワークにもってこいだな」とパ
ソコンを開いて、気づくと２時
間が経過していて驚いた。

「ごめんなさい、長居しすぎま
した」心の中でお詫びしなが
らお会計をしていると、「これ
からまたお仕事ですか？暑い
し大変ですね。頑張ってくだ
さい」と店主の温かいエール。

永
松　
新
婚
生
活
を
は
じ
め
る
タ
イ
ミ

ン
グ
で
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。
二
人

と
も
会
社
が
淀
屋
橋
、
梅
田
に
も
よ
く

遊
び
に
行
く
の
で
、
メ
ト
ロ
と
京
阪
、

両
方
使
え
る
と
い
う
の
が
一
番
の
理
由

で
す
。

　

守
口
で
ち
ょ
う
ど
い
い
物
件
に
出
会

え
た
の
も
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。
今
年

で
3
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
思
っ
て
い

た
以
上
に
、
ま
ち
に
愛
着
を
持
っ
て
過

ご
せ
て
い
ま
す
。
主
人
と
は
、
こ
の
先

ず
っ
と
住
め
る
ね
と
話
し
て
い
る
ほ
ど

で
す
。

─
今
後
も
住
み
続
け
た
い
ん
で
す
ね
。

永
松　
は
い
。
お
気
に
入
り
の
お
店
も

た
く
さ
ん
あ
る
し
、
歴
史
的
背
景
に
裏

打
ち
さ
れ
た
文
化
も
あ
る
。
散
歩
や
ジ

ム
、
お
店
で
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
と
き
、

い
ろ
ん
な
場
所
で
人
の
温
か
さ
に
触
れ

る
機
会
が
多
く
、
つ
く
づ
く
良
い
と
こ

ろ
だ
な
と
噛
み
締
め
て
い
ま
す
。

─
よ
く
行
く
お
店
、
好
き
な
お
店
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

永
松　
や
し
ま
う
ど
ん
、
珈
琲
倶
楽
部
、

フ
ァ
ボ
リ
、
創
、
う
ぺ
ぽ
、
ビ
ナ
リ
オ
、

バ
ー
ル 

ジ
ェ
ニ
オ
、
シ
ェ
・
ニ
シ
グ
チ
、

シ
ー
ズ
ン
、
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ａ
バ
ー
…
…
あ
り

す
ぎ
で
す
ね
（
笑
）。

　

仕
事
柄
、
ど
ん
な
ま
ち
に
住
み
た
い

か
と
よ
く
考
え
る
ん
で
す
が
、ス
ー
パ
ー

や
銀
行
な
ら
、
た
い
て
い
ど
こ
の
町
に

も
あ
り
、決
め
手
に
は
な
り
ま
せ
ん
。〝
こ

れ
が
あ
る
か
ら
こ
の
ま
ち
が
好
き
〟
と

な
る
要
素
が
重
要
で
、
私
の
場
合
は
、

す
て
き
な
な
お
花
屋
さ
ん
と
お
い
し
い

パ
ン
屋
さ
ん
な
ん
で
す
。

─
な
る
ほ
ど
、あ
り
ま
す
ね
、守
口
に
は
。

永
松　
Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
、
フ
ァ
ボ
リ
は
私
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
ア
ッ
プ
の
お
店
で
す
。

─
ふ
だ
ん
の
お
買
い
物
は
ど
ち
ら
で
？

永
松　
日
用
品
は
イ
オ
ン
で
、
す
き
焼

き
用
の
お
肉
と
か
、
お
刺
身
、
お
惣
菜

を
買
い
た
い
と
き
は
京
阪
百
貨
店
に
行

き
ま
す
。
大
型
商
業
施
設
が
生
活
圏
な

の
も
便
利
で
す
。

─
お
散
歩
コ
ー
ス
は
？

永
松　
特
に
決
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
さ

く
ら
広
場
や
文
禄
堤
、
大
枝
公
園
は
よ

く
行
き
ま
す
。

─
守
口
に
ご
友
人
は
い
ま
す
か
？

永
松　
い
え
、
大
阪
市
内
が
多
い
で
す
。

と
き
ど
き
訪
ね
て
来
て
く
れ
る
と
、
は

り
き
っ
て
お
店
を
案
内
し
、
自
慢
し
て

い
ま
す
。

─
お
友
だ
ち
の
反
応
は
？

永
松　
「
こ
ん
な
良
い
お
店
あ
る
ん
だ

ね
」
っ
て
褒
め
ら
れ
ま
す
。（
大
阪
市
内

と
比
べ
て
）
コ
ス
パ
い
い
ね
と
も
。

─
も
う
ち
ょ
っ
と
こ
ん
な
も
の
が
あ
れ

ば
い
い
の
に
な
、
と
い
う
も
の
が
あ
れ

ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

永
松　
わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
場
所
が

あ
る
と
嬉
し
い
で
す
。
ゴ
ル
フ
場
、
サ

ウ
ナ
、ゲ
ー
ム
ボ
ー
ド
カ
フ
ェ
、パ
ブ
リ
ッ

ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
…
…
日
常
の
居
心
地

の
良
さ
は
最
高
な
の
で
す
が
、
非
日
常

感
が
足
り
な
い
気
が
し
ま
す
。

　

長
く
ダ
ン
ス
を
や
っ
て
た
ん
で
す
が

守
口
に
は
ス
ク
ー
ル
を
見
つ
け
ら
れ
ず
、

や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
大
人
の
習
い

事
み
た
い
な
の
も
あ
っ
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

たわいない会話を いつまでも

てづくりキッシュ
のみせ gokan.
竜田通 2-1-1
11:30-17:30（17:00LO）
㊡日・月・火・水

国産の小麦粉を使用し
たパイ生地に、季節の
野菜や果物を詰めて焼
き上げたキッシュは、い
ずれも抜群のボリューム
感。〝唯一無二〟と大
評判の海老カレーにも
チャンレンジしてほしい！
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大宮温泉
大宮通 4-2-5
14:00-24:00
㊡ 9・19・29日
※土・日・祝の際は営業

太陽光がさんさんと降り注ぐ解放的な浴槽。すみずみまで掃除が行き届き、いつもピカピカ。「明治 18 年と現在の比較 」出典『平成４・５年度有形文化財・無形文化財等総合調査報告書』（平成６年３月 大阪府教育委員会）

森さん

創
業
60
年
。
守
口
市
民
の
健
康
と
癒
し
を
担
う
。

─
─
こ
ん
に
ち
は
。
す
ご
く
近
く

に
住
ん
で
る
ん
で
す
が
、
こ
こ
に

は
初
め
て
来
ま
し
た
。

森　
大
宮
温
泉
へ
よ
う
こ
そ
。

─
─
こ
じ
ん
ま
り
し
た
〝
町
の
銭

湯
〟
み
た
い
な
と
こ
ろ
を
想
像
し

て
い
た
の
で
、
広
く
て
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
明
る
い
！

森　

自
然
光
が
降
り
注
ぐ
風
呂

が
、
こ
こ
の
自
慢
で
す
。

─
─
い
つ
ご
ろ
か
ら
銭
湯
業
を
？

森　

ち
ょ
う
ど
60
年
に
な
り
ま

す
。
親
父
は
も
と
も
と
心
斎
橋
で

豆
腐
屋
を
や
っ
て
た
ん
だ
け
ど
、

僕
が
4
歳
の
と
き
守
口
に
引
っ
越

し
て
き
て
、
こ
こ
に
銭
湯
を
構
え

た
の
が
始
ま
り
。
開
業
当
初
は
浅

湯
と
深
湯
、
ふ
た
つ
の
浴
槽
し
か

な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
親
父
が
2

回
、
僕
が
1
回
、
増
改
築
し
て

…
…
。
い
ろ
い
ろ
で
き
ち
ゃ
い
ま

し
た
。

─
─
築
60
年
に
は
見
え
な
い
で
す

ね
。
す
ご
く
き
れ
い
で
す
。

森　

６
、７
年
ご
と
に
タ
イ
ル
の
張

り
替
え
や
、
補
修
工
事
を
や
っ
て

い
ま
す
。
古
い
の
で
あ
ち
こ
ち
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

─
─
と
こ
ろ
で
森
さ
ん
の
1
日
の

仕
事
っ
て
、
ど
ん
な
感
じ
な
ん
で

す
か
？

森　

毎
日
12
時
ご
ろ
か
ら
湯
を
沸

か
し
始
め
て
14
時
に
オ
ー
プ
ン
。

０
時
に
お
店
を
閉
め
て
か
ら
、
家

内
と
ふ
た
り
で
風
呂
掃
除
。

─
─
お
ふ
た
り
で
こ
の
広
い
風
呂

を
掃
除
す
る
ん
で
す
か
？
大
変
で

す
ね
。

森　

だ
い
た
い
朝
４
時
30
分
く
ら

い
ま
で
か
か
り
ま
す
ね
。
そ
の
後

就
寝
。
昼
に
起
き
て
ま
た
湯
を
沸

か
す
、
こ
の
繰
り
返
し
で
す
。

─
─
な
か
な
か
の
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク

で
す
ね
。

森　

娘
が
ふ
た
り
い
ま
す
が
、
継

ぐ
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
ね（
笑
）。

こ
こ
の
と
こ
ろ
の
サ
ウ
ナ
ブ
ー
ム

の
お
か
げ
で
、
若
い
お
客
さ
ん
が
、

少
し
ず
つ
で
す
が
、
増
え
て
き
て

い
ま
す
。「
ま
た
来
よ
う
」っ
て
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ

工
夫
し
て
い
か
な
く
ち
ゃ
。
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ならみち（来迎坂）　
文禄堤には小さな坂がいくつもある。その中のひとつ、来迎
坂の石の道標には「右ならのざきみち」と「左京」と記されて
いる。ここから始まる奈良街道は、守口街道とも呼ばれ京都と
奈良をつなぐ需要な役割を担っていたようです。難宗寺そば
の道標にある「守口街道」とは、まさにこの道のこと。
来迎坂の名前の由来は蓮如上人が枚方の光善寺から堺へ向
かう途中、ここ守口に立ち寄り、その教えに感銘を受けた多く
の人々が浄土真宗に帰依したことに所以があるとか。現在佐
太にある来迎寺はここが発祥の地ともいわれています。

　

江
戸
日
本
橋
か
ら
京
都
三
条
大

橋
を
結
ぶ
東
海
道
。
長
い
道
中
の

宿
に
定
め
ら
れ
た
、
品
川
宿
か
ら

大
津
宿
ま
で
の
五
十
三
次
は
と
て

も
有
名
で
す
が
、
江
戸
時
代
の
参

勤
交
代
で
は
、
大
名
た
ち
は
京
都

に
宿
泊
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
お

ら
ず
、
大
津
宿
を
越
え
た
伏
見
宿

ま
で
移
動
し
て
い
た
と
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
守
口
宿
は
元
和
２
（
１
６
１
６
）

年
、
徳
川
幕
府
よ
り
東
海
道
守
口

宿
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
の

幕
府
が
公
称
し
た
東
海

道
は
、
品
川
か
ら
守
口

宿
ま
で
の
五
十
七
次
、

街
道
は
江
戸
日
本
橋
か

ら
大
阪
高
麗
橋
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
宿
場
町
・
守
口
に
は
、

旅
人
を
迎
え
る
商
店
や

旅
籠
屋
が
26
件
ほ
ど

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
西
側
の
祝
町
か
ら
文

禄
堤
の
坂
を
登
り
き
っ
た
と
こ
ろ

に
あ
る
義
天
寺
の
境
内
に
は
、
か

つ
て
大
阪
野
江
の
刑
場
に
あ
っ
た

「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
石
碑
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
少
し
歩
く
と
、

文
禄
堤
を
切
り
拓
い
て
道
路
が
作

ら
れ
た
本
町
に
出
ま
す
。
こ
こ
に

立
つ
と
、
文
禄
堤
の
大
き
さ
や
道

幅
が
わ
か
り
ま
す
。
船
頭
が
浜
と

い
う
船
着
場
が
あ
っ
た
の
も
こ
の

あ
た
り
。

　

こ
こ
を
過
ぎ
る
と
、
本
瓦
葺
き

の
屋
根
と
、
中
二
階
に
格
子
を
張

り
巡
ら
せ
た
古
い
家
並
み
が
続
き

ま
す
。

　

さ
ら
に
進
む
と
右
手
の
来
迎
坂

に
「
右
、
な
ら
、
の
ざ
き
み
ち
」

と
刻
ま
れ
た
小
さ
な
石
の
道
標
が

あ
り
、
狭
い
坂
道
を
下
っ
た
と
こ

ろ
に
、
旧
奈
良
街
道
が
続
い
て
い

ま
し
た
。

　

や
が
て
、
道
幅
15
メ
ー
ト
ル
く

ら
い
の
開
け
た
場
所
に
出
ま
す
。

こ
こ
は
か
つ
て
問
屋
場
の
あ
っ
た

場
所
。
多
く
の
荷
物
を
捌
く
た
め

に
、
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

　

難
宗
寺
の
角
を
左
折
し
、
浜
町

に
入
る
と
、
右
手
に
盛
泉
寺
が
見

え
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
は
か
つ
て

商
家
や
旅
籠
屋
が
並
ん
で
い
た
と

こ
ろ
だ
っ
た
よ
う
。

　

こ
う
し
て
歩
い
て
み
る
と
、
今

は
閑
静
な
住
宅
地
で
す
が
、
歴
史

を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
が
、

い
く
つ
も
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

難宗寺
1477	（文明 9）	 年	 蓮如上人によって創立された守口御坊が起源とされる
1611	（慶長 16）	 年	 本願寺掛け所に昇格　西御坊と呼ばれるようになる
1615	（元和元）	 年	 焼失
1636	（寛永 13）	 年	 再建　その後たびたび風水害などにより朽廃
1810	（文化 7）	 年	 本堂再建　今日に至る
1975	（昭和 50）	 年	 境内の樹齢約 500 年の大いちょう　大阪府の天然記念物に指定

文禄堤
１５９４年（文禄３）年、豊臣秀吉は、
自身が築城した京都・伏見城と大坂
城を結ぶ最短陸路開通を目指し、毛
利輝元、小早川隆景、吉川広家の３
家にその任務を命じた。１５９６（文
禄５）年、着工からわずか３年で完
成。秀吉によるこの大規模事業以前、
この地域はぬかるんだ根菜畑が多く、
移動するためには大きく迂回するルー
トを使わなければならなかったという。
その後、京街道（大阪街道ともいう）
として、人と、ものの移動が活発にな
り、のちに東海道として日本全国の大
動脈となる。全長およそ２７キロメート
ルあったといわれる文禄堤、しかし淀
川の改修工事が行われるたび消失し、
現存するのはここ守口の約７００メート
ルだけ。

53
次	

大
津

54
次	

伏
見

55
次	

淀

56
次	

枚
方

57
次	

守
口

文
禄
堤
の
上
に
で
き
た
守
口
宿　

原図　『ふる里守口を訪ねて』（著者：駒井正三　発行：守口市市長室広報担当 平成３年１１月）より
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─
マ
ニ
ア
ッ
ク
で
す
ね
。
中
崎
町
で
な

く
大
正
。

宇
田　
だ
れ
も
が
知
っ
て
る
場
所
じ
ゃ

な
く
て
、
ち
ょ
っ
と
人
と
は
違
う
と
こ

ろ
、
そ
こ
で
自
分
だ
け
の
お
気
に
入
り

を
見
つ
け
出
す
の
が
好
き
な
ん
で
す
。

「
あ
そ
こ
良
か
っ
た
よ
」
っ
て
、
自
慢

し
た
い
。

─
そ
の
点
、
守
口
は
い
か
が
で
す
か
？

宇
田　

駅
前
に
大
き
な
百
貨
店
が

あ
っ
て
便
利
だ
し
、
と
き
ど
き
は
お

し
ゃ
れ
な
カ
フ
ェ
に
も
に
行
き
た
い
し

と
い
う
私
に
と
っ
て
、〝
ほ
ど
よ
い
ま

ち
感
〟
の
あ
る
場
所
で
す
。

和
田　

文
化
・
歴
史
も
あ
り
、
利
便

性
も
あ
る
。
暮
ら
し
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

が
い
い
。

徳
永
家
の
未
来
像

和
田　
「
今
か
ら
ど
こ
行
く
の
」「
徳

永
行
っ
て
く
る
～
」
み
た
い
な
会
話
が

生
ま
れ
る
の
が
理
想
で
す
ね
。
気
軽
に

ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
れ
る
場
所
、
日
常
の

散
歩
と
お
出
か
け
の
つ
い
で
に
行
く
と

こ
ろ
。

─
周
辺
の
お
店
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
で
き
そ
う
で
す
か
？

宇
田　

ま
だ
ま
だ
で
す
が
、
み
な
さ

ん
「
楽
し
み
で
す
ね
」
と
、
ウ
ェ
ル
カ

ム
ム
ー
ド
で
嬉
し
い
で
す
。

和
田　
期
待
さ
れ
て
る
と
い
う
こ
と
か

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宇
田　
一
緒
に
守
口
を
盛
り
上
げ
て
い

け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

─
ウ
ラ
モ
リ
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
日

本
酒
を
作
っ
て
い
る
み
た
い
な
ん
で
す

が
、
今
後
ブ
ル
ワ
リ
ー
で
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
づ
く
り
が
一
緒
に

で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

和
田　
農
園
で
作
っ
た
夏
野
菜
で
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
も
で
き
る
。
プ
ロ
の
調
理
方

法
で
食
べ
た
り
と
か
。
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
ま
で
そ
ろ
え
ば
も
う
完
璧
！

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
必
要
な
こ
と

和
田　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
継
続
さ
せ
る

に
は
、
ハ
ー
ド
（
施
設
）
よ
り
も
ソ
フ

ト
（
内
容
）
の
方
が
大
事
に
な
る
。
特

定
の
人
が
長
い
こ
と
同
じ
こ
と
を
し
て

ち
ゃ
だ
め
で
、
引
き
継
い
で
い
か
な
く

ち
ゃ
な
ら
な
い
。

─
ウ
ラ
モ
リ
に
あ
る
ヨ
ッ
コ
イ
シ
ョ
さ

ん
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
の
働
き
か
け

に
よ
っ
て
部
活
な
る
も
の
が
生
ま
れ
、

今
で
は
常
連
さ
ん
同
士
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
部
と
か
ゴ
ル
フ
部
と
か
麻
雀
部
と

か
、
新
た
な
部
活
も
発
生
し
て
い
る
と

訊
き
ま
す
。

和
田　
「
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き

て
、
自
分
も
成
長
で
き
る
ま
ち
＝
守

口
」
っ
て
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な

り
た
い
で
す
ね
。
そ
の
ひ
と
つ
の
場
と

し
て
徳
永
家
の
果
た
す
役
割
は
大
き

い
。
今
は
ま
だ
ハ
ー
ド
（
施
設
）
的
な

役
割
だ
け
ど
、今
後
は
ソ
フ
ト
（
内
容
）

を
育
ん
で
い
か
な
く
ち
ゃ
。
農
園
で

育
て
る
の
は
野
菜
だ
け
じ
ゃ
な
い
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
育
む
、
そ
ん
な
コ
ン
セ

プ
ト
を
を
立
て
て
い
ま
す
。

─
き
れ
い
な
ま
と
め
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

和
田　
徳
永
さ
ん
（
元
所
有
者
）
が
、

調
度
品
や
絵
画
を
寄
付
し
て
も
い
い

よ
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
昔

の
暮
ら
し
ぶ
り
や
、
土
地
に
ま
つ
わ
る

物
語
も
、イ
ベ
ン
ト
に
繋
げ
て
欲
し
い
。

昔
々
炭
蔵
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
こ
ん
な

苦
労
が
あ
っ
た
と
さ
。
そ
れ
が
今
こ
う

な
っ
て
い
る
ん
だ
よ
っ
て
ね
。

宇
田　
そ
れ
は
楽
し
そ
う
で
す
。

和
田　
不
安
っ
て
あ
る
？

宇
田　

も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
。
ち
ゃ

ん
と
馴
染
ん
で
や
っ
て
い
け
る
の
か
？

全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
い
っ
ぽ
う
で

変
な
自
信
も
あ
る
ん
で
す
。「
楽
し
め

る
」
っ
て
い
う
自
信
で
す
。「
成
功
す

る
」
っ
て
い
う
の
じ
ゃ
な
く
て
、「
楽

し
め
る
」。
そ
れ
だ
け
で
す
。

和
田　

近
隣
に
住
む
人
た
ち
と
の
コ

ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
大
事
に
な
り
そ
う

だ
ね
。
近
い
将
来
、「
守
口
に
は
こ
ん

な
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
、

遊
び
に
き
て
」
っ
て
、
市
民
み
ん
な
に

言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
そ
こ
の
管

理
人
は
宇
田
ち
ゃ
ん
っ
て
い
う
ん
だ
っ

て
、
て
名
物
に
な
る
存
在
に
な
り
た
い

で
す
ね
。

旧徳永家住宅は、江戸時代における京街道の宿場、守口宿に位置しています。旧京街道に沿って東に面する敷地の間口は約 35 ｍに及
び、間口のほぼ中央に主屋を配してその南北両側には高塀が続いています。隣地境界に接した間口の南端には、敷地の西奥へと続く間口 
2 ｍほどの通路が設けられており、ガレージとなっている守口 68 号線側にも接道しています。
旧徳永家住宅は、河内木綿などを取り扱う問屋であったと言われています。木造 2 階建ての主屋、L 字に連なる土蔵からなり、起（むく）
りをもつ切妻造や漆喰を塗り込めたせがい造りの軒下、虫籠窓、袖うだつ、高塀など、特徴的な景観を今に残しています。
長く空き家のままになっていた旧徳永家住宅跡地が、このたび新たな複合施設として生まれ変わります。守口の新たな拠点として活用すべく、
企画・運営・管理を手掛けるおふたりにお話を伺いました。

m
o r i g u c h i s h i  a

r e
a

 renovation

旧德永家住宅
活用事業旧徳永家住宅活用事業

R-play 和田	欣也さん
R-play 宇田	知令さん

─
旧
徳
永
家
住
宅
活
用
事
業
の
内
容

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

宇
田　

1
階
に
は
大
き
な
レ
ス
ト
ラ

ン
、
そ
の
横
に
守
口
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
を
作
る
ブ
ル
ワ
リ
ー
、
大
き
な
レ
ス

ト
ラ
ン
の
土
間
部
分
に
は
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
が
で
き
る
予
定
で
す
。
2
階
は

地
元
美
容
室
の
オ
フ
ィ
ス
、
庭
は
農
園

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
な
る
か
と
。

ガ
レ
ー
ジ
に
は
軽
飲
食
や
家
具
・
雑
貨

な
ど
の
シ
ョ
ッ
プ
が
作
れ
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

─
宇
田
さ
ん
は
そ
こ
で
ど
ん
な
役
割

を
？

宇
田　

プ
レ
イ
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で

す
。

─
具
体
的
に
は
ど
ん
な
お
仕
事
を
？

宇
田　
テ
ナ
ン
ト
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
、

イ
ベ
ン
ト
の
主
催
、
そ
の
他
、
利
用
さ

れ
る
方
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
に
動
い
て
い
く
、
管
理
人
の

役
割
で
す
。

和
田　
イ
ベ
ン
ト
は
、
年
に
何
回
く
ら

い
開
催
す
る
予
定
で
す
か
？

宇
田　
ま
ず
は
年
3
回
く
ら
い
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
て
…
…
。

和
田　

い
や
い
や
、
も
っ
と
や
ら
な

き
ゃ
！
少
な
く
と
も
毎
月
。
古
民
家
ピ

ラ
テ
ィ
ス
と
か
ね
。

─
テ
ナ
ン
ト
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る
と

ス
ム
ー
ズ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

宇
田　
月
に
1
回
。
が
ん
ば
り
ま
す
。

─
料
理
教
室
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
…
…
、
い

ろ
い
ろ
で
き
そ
う
で
す
が
、
守
口
さ

ん
ぽ
で
も
人
気
だ
っ
た
家
具
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ん
か
も
楽
し
そ
う
で
す
。

和
田　
「
ま
ち
で
遊
ぶ
」
と
い
う
習
慣

が
若
い
人
た
ち
に
は
な
い
と
思
う
ん
で

す
。
遊
ぶ
と
い
え
ば
梅
田
な
ど
の
都

会
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
に
行
っ
て
、

映
画
を
見
て
買
い
物
し
て
、
食
事
し

て
、、
で
も
そ
れ
っ
て
用
事
を
済
ま
せ

て
い
る
だ
け
な
ん
で
す
よ
ね
。「
ま
ち

で
遊
ぶ
楽
し
さ
」
を
、
こ
の
旧
徳
永
家

住
宅
を
き
っ
か
け
に
知
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
場
所
に
し
た
い
で
す
ね
。

─
宇
田
さ
ん
は
接
客
業
は
好
き
で
す

か
？

宇
田　

好
き
で
す
。
い
ろ
ん
な
人
に

会
っ
た
り
話
し
た
り
し
た
い
で
す
。

和
田　
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が
ら
す
ご
い
言

い
に
く
こ
と
も
平
気
で
言
え
る
よ
ね
。

─
も
の
す
ご
く
大
事
な
要
素
で
す
ね
。

守
口
の
印
象

─
宇
田
さ
ん
は
ど
ん
な
ま
ち
が
好
き
で

す
か
？

宇
田　

住
む
な
ら
便
利
な
都
会
派
な

ん
で
す
が
、〝
ま
ち
感
〟
の
あ
る
、
人

の
温
か
さ
を
感
じ
る
と
こ
ろ
が
い
い

な
っ
て
常
々
考
え
て
い
ま
す
。

─
〝
ま
ち
感
〟
っ
て
？

宇
田　

都
会
暮
ら
し
が
好
き
と
は
い

え
、人
混
み
に
埋
も
れ
っ
ぱ
な
し
だ
と
、

疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
友
人
と
の
待
ち

合
わ
せ
に
は
、
も
う
少
し
個
性
的
な
場

所
、
大
正
区
を
選
ん
だ
り
も
し
ま
す
。
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難
宗
寺

「
守
る
」
と
い
う
こ
と

猩
しょうじょうひきくもんふなじるし

々緋 菊 紋 船印
慶長 4 年（明治元年・1868 年）3 月 21日に京都を出発
した明治天皇は、初日は石清水八幡宮に、翌 22 日にここ
難宗寺を宿所とし、23 日に大阪の西本願寺津村別院に到
着、その後1ヵ月半にわたり大阪に滞在されたという。
難宗寺には、明治天皇から拝領した旗が残されている。真
紅のラシャ地に白の菊紋の旗は後

ご ざ ぶ ね

座船用の船印であったと
いわれている。

━
「
突
然
す
み
ま
せ
ん
。
お
寺
の
こ
と

に
つ
い
て
、
ち
ょ
っ
と
教
え
て
い
た
だ
け

な
い
か
と
…
…
」。格
調
高
い
難
宗
寺
の
、

た
ぶ
ん
ご
住
職
と
そ
の
ご
家
族
が
住
ん

で
お
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
、
玄
関
の
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
を
鳴
ら
し
た
。

奥
様
「
こ
の
ご
ろ
、
取
材
で
っ
て
、
訪

ね
て
き
て
く
だ
さ
る
方
が
多
い
ん
で
す

よ
。
今
日
は
、
何
を
お
話
し
し
ま
し
ょ

う
？
」

━
「
可
能
で
し
た
ら
、
御
座
所
を
見
せ

て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？
」
突
然
訪
ね

て
、
厚
か
ま
し
い
に
も
ほ
ど
が
あ
る
。

奥
様
「
良
い
で
す
よ
。
い
ま
鍵
を
開
け

ま
す
ね
。
あ
ち
ら
側
に
ど
う
ぞ
」。

　

慶
応
４
年
３
月
22
日
、
明
治
天
皇
が

大
阪
行
幸
の
折
に
、
一
泊
さ
れ
た
と
い

う
お
部
屋
。

奥
様
「
広
く
も
な
く
何
も
な
い
こ
ん
な

場
所
に
？
っ
て
、
不
思
議
に
思
い
ま
す

よ
ね
。
大
久
保
利
通
ら
の
大
阪
遷
都
と

い
う
野
望
の
た
め
、練
ら
れ
た
計
画
だ
っ

た
そ
う
で
す
」。

　

明
治
天
皇
が
、
こ
こ
難
宗
寺
に
辿
り

着
く
ま
で
の
道
中
の
安
全
確
保
、
食
べ

る
も
の
、
ま
た
大
勢
の
お
付
き
の
人
々

の
や
り
繰
り
…
…
、
き
っ
と
一
大
事
だ
っ

た
に
違
い
な
い
。

　

ま
た
、
明
治
43
年
10
月
に
は
、
皇
宮

殿
下
（
後
の
大
正
天
皇
）
も
泊
ま
ら
れ

た
の
だ
そ
う
。

　

玄
関
を
上
が
っ
た
す
ぐ
の
襖
を
開
け

る
と
、
小
部
屋
が
あ
る
。
そ
の
先
の
襖

を
開
け
る
と
次
の
小
部
屋
。
そ
の
ま
た

先
の
襖
を
開
け
る
と
、
空
間
が
少
し
開

け
、
左
手
に
別
の
部
屋
が
つ
な
が
っ
て
、

さ
ら
に
そ
の
先
に
も
部
屋
が
も
う
ひ
と

つ
。
こ
こ
だ
！
御
座
所
は
す
ぐ
に
わ
か

る
。
襖
を
全
部
ぜ
ん
ぶ
開
け
る
と
、
玄

関
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
の
び
た
先
に
中
庭

が
見
え
る
つ
く
り
。
さ
ら
さ
ら
と
風
が

通
り
抜
け
る
、
と
て
も
気
持
ち
の
良
い

と
こ
ろ
。

難宗寺
守口市竜田通 1-5-2
9:00-17:00
無休
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多様な買い物選択肢 多様な買い物選択肢

京阪百貨店守口店

地域の農家さんとの
つながりが
なにより大事

京阪百貨店
守口市河原町 8-3
8 階大催事場、7 階京阪ギャラリー 10:00-19:00
7 階レストラン街  11:00-21:00（20:00LO）
7 階レストラン街 カフェコムサ 11:00-20:00（19:00LO）
7 階 書籍  10:00-20:00　　
7 階ラ・ベーラ・KOMEHYO・保険デザイン　10:00-19:00
3 階 -6 階　     10:00-19:00
地階 -2 階　  10:00-19:30
㊡元旦

守口市旧本庁舎等
跡地活用事業

守
口
市
民
の
台
所

━
こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は
お
時
間
を
頂

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

三
村　
い
え
。
私
で
、
ち
ゃ
ん
と
お
話

し
で
き
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

━
地
域
の
台
所
を
担
っ
て
お
ら
れ
る
、

お
ふ
た
り
の
お
話
が
う
か
が
え
ば
と
思

い
ま
す
。

三
村　
「
地
域
の
台
所
」、
日
々
、
そ
う

あ
り
た
い
と
、
思
い
な
が
ら
働
い
て
い

ま
す
。
私
は
入
社
以
来
、
ず
っ
と
鮮
魚

担
当
だ
っ
た
ん
で
す
。

━
お
魚
？

三
村　
そ
う
で
す
。
今
は
フ
ロ
ア
全
体
、

食
品
全
般
を
統
括
的
に
見
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
京
阪
全
店
舗
の
大
き
な
仕

入
れ
窓
口
で
す
。
い
く
ら
で
、
い
く
つ

仕
入
れ
て
、
ど
う
売
る
の
か
、
を
考
え

ま
す
。
店
舗
ご
と
地
域
性
に
よ
っ
て
差

が
あ
る
の
で
、
小
さ
な
数
量
の
仕
入
れ

は
、
す
べ
て
現
場
の
担
当
者
に
一
任
し

て
い
ま
す
。

仕
入
れ
の
大
小

━
大
き
な
仕
入
れ
と
小
さ
な
仕
入
れ
、

具
体
的
に
は
ど
う
違
う
ん
で
し
ょ
う
？

三
村　
ま
ず
大
き
な
仕
入
れ
の
代
表
は

か
に
、
う
な
ぎ
等
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
性
、

文
化
性
が
あ
り
、
単
価
が
高
い
。
全
体

を
ま
と
め
た
と
き
、
大
き
な
金
額
に
な

る
ん
で
す
よ
。

「
こ
れ
い
く
ら
」
と
い
う
販
売
金
額
ば
か

り
が
話
題
に
な
り
が
ち
な
、
か
に
、
う

な
ぎ
で
す
が
、
生
産
地
に
よ
っ
て
品
質

も
か
な
り
違
い
が
あ
る
。
と
く
に
美
味

し
い
も
の
を
選
ぶ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

い
っ
ぽ
う
丸
魚
は
、
地
域
性
、
季
節
性

が
高
く
、
相
場
も
日
々
変
動
す
る
の
で
、

各
店
舗
の
売
り
場
担
当
に
任
せ
た
方
が

良
い
。

━
三
村
さ
ん
「
大
き
い
取
引
」
は
、か
に
、

う
な
ぎ
以
外
に
何
が
？

三
村　
本
マ
グ
ロ
で
す
。
高
知
県
・
宿

毛
の
「
黒
潮
本
マ
グ
ロ
」
と
い
う
商
品

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

丸
魚
に
注
力

━
と
こ
ろ
で
、
先
ほ
ど
お
っ
し
ゃ
て
い

た
「
丸
魚
」
と
い
う
の
は
？

三
村　
ま
る
の
ま
ん
ま
、
と
い
う
意
味

の
、
お
そ
ら
く
業
界
用
語
で
、
捌
く
前

の
、
そ
の
ま
ま
の
魚
す
べ
て
を
い
い
ま

す
。
視
覚
的
に
旬
と
、
鮮
度
を
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
の
で
、
あ
た
ら
し
く
オ
ー
プ

ン
さ
れ
る
大
型
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

さ
ん
は
、必
ず
こ
の
「
丸
魚
」
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
、
挑
戦
し
て
お
ら
れ
る
傾
向

が
あ
る
よ
う
で
す
。

━
調
理
前
の
も
の
を
買
わ
れ
る
方
、
そ

ん
な
に
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で

す
か
？

三
村　
残
念
な
が
ら
、
丸
魚
を
ご
購
入

さ
れ
る
お
客
様
は
年
々
減
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
最
初
の
う
ち
は
頑
張
っ
て
売

り
場
を
設
け
て
も
、
時
間
が
経
つ
に
つ

れ
、
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

━
で
も
、
こ
こ
守
口
店
に
は
、
大
き
な

丸
魚
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。

三
村　
そ
う
、
そ
れ
が
こ
こ
守
口
店
の

最
大
の
特
徴
で
、
大
阪
地
区
全
域
で
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
売
り
場
面
積
だ
と
。

こ
れ
は
ひ
と
え
に
昔
か
ら
、
長
く
、
支

え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
お
客
様
、
い
わ

ば
常
連
さ
ん
、
と
呼
べ
る
方
が
た
く
さ

ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
だ
か
ら
調
理
も「
半

分
は
お
刺
身
に
、
も
う
半
分
は
切
り
身

に
」
み
た
い
な
ご
要
望
に
も
お
応
え
し

て
い
ま
す
。
町
の
お
魚
屋
さ
ん
み
た
い

な
感
じ
に
な
れ
た
ら
い
い
な
あ
と
、
い

つ
も
思
っ
て
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
対

面
の
鮮
魚
コ
ー
ナ
ー
で
、
品
出
し
し
な

が
ら
、
お
客
様
と
直
接
お
話
す
る
時
間

は
、
と
て
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

い
っ
ぽ
う
で
、
若
い
、
新
し
い
お
客

様
に
と
っ
て
は
、
な
か
な
か
馴
染
め
な

い
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。
イ
オ
ン

さ
ん
や
、
ら
ら
ぽ
ー
と
さ
ん
の
よ
う
な
、

ピ
カ
ピ
カ
で
、
綺
麗
な
、
対
話
の
ほ
と

ん
ど
な
い
売
り
場
の
方
が
行
き
や
す
い
。

こ
こ
に
課
題
が
あ
る
ん
で
す
。

よ
り
地
域
に
密
着
し
た
仕
入
れ

三
村　
今
、青
果
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
「
バ

イ
ヤ
ー
セ
レ
ク
ト
」
と
い
う
棚
が
あ
る

ん
で
す
が
、
市
場
の
商
品
と
は
ひ
と
味

違
う
野
菜
や
果
物
を
探
し
て
全
国
の
産

地
を
巡
り
、
特
に
、
自
信
を
持
っ
て
お

す
す
め
で
き
る
も
の
を
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。

━
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
ん
で
す
か
？

三
村　
じ
ゃ
が
い
も
や
玉
ね
ぎ
、
人
参

と
い
っ
た
定
番
野
菜
か
ら
、
季
節
の
も

の
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、
毎
日
よ

く
売
れ
る
の
は
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
で
す
。

━
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
？
ち
な
み
に
お
い
く

ら
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

三
村　
50
ｇ
で
１
９
８
円
と
、
そ
う
安

く
は
な
い
ん
で
す
が
。。

━
で
も
、
す
ご
く
高
い
と
い
う
わ
け
で

も
な
い
で
す
ね
。

三
村　
ま
あ
ま
あ
、
そ
こ
そ
こ
、
で
す

よ
ね
。
あ
と
最
近
はSDG

s

の
観
点
か

ら
、
地
産
地
消
を
推
進
の
た
め
に
、
京

阪
沿
線
の
農
家
さ
ん
の
商
品
を
仕
入
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

━
近
郊
の
農
家
さ
ん
で
す
ね
。
朝
採
れ

た
も
の
が
買
え
る
ん
で
す
か
？

三
村　
全
部
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
朝

採
れ
」
と
し
て
売
り
出
し
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。
物
理
的
に
距
離
が
近
い

の
で
、
ト
ラ
ッ
ク
を
出
し
た
つ
い
で
に

持
っ
て
き
た
よ
、
と
い
う
よ
う
な
ご
近

所
付
き
合
い
の
関
係
が
生
ま
れ
た
り
し

て
楽
し
い
で
す
。こ
れ
か
ら
も
っ
と
も
っ

と
、
地
域
に
根
ざ
し
て
行
き
た
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

守口市では、旧本庁舎等跡地周辺を、様 な々世代や対象に向
け、守口のこれからの新しいライフスタイルを創出していくための
機能導入を充実させていく「新都市生活創出ゾーン」に位置
付けました。基本的なコンセプトとして「みどりを感じる憩いの空
間と新たな賑わい・交流づくり」と定め、都市核全体の魅力発
信や活性化に寄与する活用を図ることとしています。
公民連携手法 (PPP)(※1)により民間事業者の開発提案を募
集し、令和 2 年 3 月、エヌ・ティ・ティ都市開発株式会社を代
表法人とするグループの提案が採択されました。開発コンセプト
として、ヒト・モノ・コトがつながる守口市の新たな「顔」として「Link 
City Moriguchi」を掲げ、憩いの広場である「Link Park」、
商業施設「Link Mall」、賃貸住宅「Link Residence」を整
備し、守口市の魅力を象徴するライフスタイル（住みたい、子育
てしたい、働きたい、行ってみたい）を発信するとともに、歴史
文化資源等を活かした守口市の玄関口にふさわしい拠点を創
出します。
憩いの広場では、子どもたちの記憶に残る遊び場、子育て世代
等の交流の場、市民参加型イベントによるチャレンジの支援、マ
ルシェやキッチンカーの出店、発表の場、ワークショップ、市民
まつり等の地域イベントとの連携など、発表の場や新たなビジネ
スを始めるきっかけの場となることを目指しています。

（※ 1）Public Private Partnership の略。公共施設等の建設、
維持管理、運営等を行政と民間が連携して行うことにより、民間の創
意工夫等を活用し、財政資金の効率的使用や行政の効率化等を図る
もの。
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自
然
と
都
会
が
混
ざ
り
合
う
、

守
口
で
楽
し
む
子
育
て



攻めの教育投資攻めの教育投資

守口生まれ、守口育ち、
守口で働き、子育て中─
生粋の守口人の暮らしぶりは
どんなもの？

「守口を出ようと思ったこと？一度もありません」そ
う話してくれたのは、ご主人とふたりで『24時間フ
ルーツ』を経営する森さん。3人のお子さんといっ
しょの時間を大切にしておられるという、日々の暮
らしについてお話をうかがいました。

　

森	彩乃さん

─
家
族
構
成
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す

か
？

森　
主
人
と
子
ど
も
が
3
人
い
ま
す
。

上
か
ら
女
、男
、女
で
、10
歳
（
小
5
）、

8
歳
（
小
3
）、
5
歳
（
年
長
）
で
す
。

さ
く
ら
小
学
校
と
、
あ
お
ぞ
ら
認
定
こ

ど
も
園
に
通
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
に
つ
い
て

─
『
24
時
間
フ
ル
ー
ツ
』
っ
て
、
か
わ

い
い
名
前
で
す
ね

森　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
野
菜

と
果
物
を
の
無
人
販
売
の
お
店
で
す
。

最
初
の
頃
は
主
人
が
ひ
と
り
で
上
田
公

園
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
に
出
店
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
今

は
守
口
に
店
舗
を
構
え
て
い
ま
す
。

─
置
い
て
あ
る
商
品
が
ど
れ
も
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
で
買
い
や
す
い
で
す
。
仕
入
れ

は
ど
こ
で
？

森　
契
約
農
家
さ
ん
か
ら
直
接
仕
入
れ

て
い
ま
す
。
主
に
和
歌
山
の
農
家
さ
ん

が
中
心
で
す
。

─
和
歌
山
？

森　
そ
う
。
彼
の
友
人
と
一
緒
に
経
営

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
少
し
ず
つ
農
家
さ
ん

を
紹
介
し
て
も
ら
い
な
が
ら
取
引
先
を

増
や
し
、
今
主
人
は
守
口
で
店
を
経
営

し
て
い
ま
す
。

─
お
店
を
始
め
て
み
て
、
い
か
が
で
す

か
。

森　
想
像
以
上
に
た
く
さ
ん
の
お
客
さ

ん
が
来
て
く
だ
さ
っ
て
、
パ
ニ
ッ
ク
に

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
無
人
販
売

は
あ
ま
り
手
の
か
か
ら
な
い
イ
メ
ー
ジ

だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
な
か
な
か
ど
う

し
て
、
や
ら
な
き
ゃ
な
ら
な
い
こ
と
盛

り
沢
山
な
ん
で
す
。

─
た
と
え
ば
ど
ん
な
？

森　
契
約
農
家
さ
ん
か
ら
仕
入
れ
る
量

が
、
と
に
か
く
多
い
ん
で
す
。
倉
庫
を

借
り
、
数
百
キ
ロ
単
位
に
も
な
る
果
物

や
野
菜
を
、
小
さ
な
単
位
に
分
け
、
袋

づ
め
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
な
か

に
は
傷
ん
で
い
た
り
、
腐
っ
て
い
た
り

と
、
販
売
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
、
検

品
し
な
が
ら
の
袋
詰
め
作
業
は
、
意
外

と
手
間
が
か
か
る
。
こ
の
商
売
を
始
め

た
当
初
、
私
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
パ
ー

ト
も
や
っ
て
い
た
ん
で
す
け
れ
ど
、
両

立
は
ほ
ん
と
う
に
厳
し
か
っ
た
で
す
。

し
だ
い
に
仕
事
の
ペ
ー
ス
が
つ
か
め
て

き
た
の
で
、
最
近
は
子
ど
も
た
ち
と

ゆ
っ
く
り
過
ご
す
時
間
も
増
え
て
き
ま

し
た
。

─
お
客
さ
ん
は
ど
ん
な
方
な
ん
で
し
ょ

う
？
森
さ
ん
と
同
世
代
（
30
代
）
く
ら

い
で
す
か
？

森　
同
世
代
の
方
も
た
く
さ
ん
い
ま
す

が
、
ご
年
配
の
方
も
多
い
で
す
。
最
初

は
み
な
さ
ん
怪
訝
そ
う
に
、
遠
巻
き
に

見
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
で
は
す
っ

か
り
慣
れ
た
の
か
、
常
連
の
方
も
増
え

ま
し
た
。

─
無
人
販
売
で
は
、
お
金
を
払
わ
な
い

お
客
さ
ん
の
こ
と
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ

て
い
た
り
し
ま
す
が
、
森
さ
ん
の
と
こ

ろ
で
は
い
か
が
で
す
か
？

森　

そ
う
い
う
人
も
も
ち
ろ
ん
い
る
に

は
い
る
ん
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
ほ
と
ん

ど
の
人
が
ち
ゃ
ん
と
お
支
払
い
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
以
前
「
前
回
計
算
間
違

え
て
、
多
分
り
ん
ご
代
払
っ
て
な
か
っ

た
分
で
す
」
と
書
か
れ
た
紙
に
、
お
金

を
包
ん
で
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
い

て
、
改
め
て
平
和
な
地
域
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。
人
の
雰
囲
気
と
か
、
い
い
人

が
多
い
な
と
。

─
わ
あ
、
す
て
き
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す

ね
。

守
口
に
住
み
続
け
る
理
由

─
守
口
市
は
、
森
さ
ん
た
ち
の
よ
う
な

子
育
て
世
代
の
方
、
育
児
、
教
育
、
仕

事
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
施
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。
旧
德
永
家
住
宅
（
古

民
家
）
の
再
生
も
そ
の
ひ
と
つ
。

森　
そ
う
な
ん
で
す
ね
。
実
は
守
口
に

住
ん
で
い
て
も
、
あ
の
界
隈
に
は
ほ
と

ん
ど
を
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
ふ
ら
っ
と
行
っ
て
楽
し
め
る

場
所
が
な
い
よ
う
な
気
が
し
て
。

─
立
ち
寄
り
や
す
い
よ
う
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
ブ
ル
ワ
リ
ー
な
ど
、
い
ろ
ん
な
お

店
が
入
る
複
合
施
設
に
な
る
そ
う
で

す
。

森　
そ
れ
は
楽
し
み
で
す
ね
。
守
口
に

は
お
し
ゃ
れ
な
お
店
が
増
え
て
ま
す
よ

ね
。
な
に
げ
に
子
ど
も
た
ち
の
通
う
小

学
校
も
、
ほ
ん
と
に
素
敵
な
空
間
で
、

お
し
ゃ
れ
な
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
見

間
違
う
ほ
ど
で
す
。
う
ち
の
子
は
と
く

に
図
書
室
が
お
気
に
入
り
み
た
い
。

─
保
育
園
は
ど
う
で
す
か
？

森　
公
立
な
ん
で
す
が
、
そ
こ
も
す
ご

く
キ
レ
イ
で
す
。
以
前
は
保
育
料
も
高

く
、
な
か
な
か
し
ん
ど
い
な
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
娘
が
２
歳
の
時
、
無
償

化
に
な
り
ま
し
た
。
施
設
運
営
費
は
保

育
園
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
み
た
い
で
す

が
、
下
の
娘
が
通
う
あ
お
ぞ
ら
認
定
こ

ど
も
園
は
、
ひ
と
月
9
0
0
円
、
給

食
ま
で
つ
い
て
い
ま
す
。

─
保
育
料
無
償
化
が
、
守
口
に
移
り

住
む
き
っ
か
け
に
な
る
と
い
う
ご
家
族

も
、た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
と
聞
き
ま
す
。

森　
長
く
守
口
に
住
ん
で
る
実
感
と
し

て
「
と
に
か
く
住
み
や
す
い
」
っ
て
思

い
ま
す
。

─
大
阪
市
内
に
住
ん
で
み
た
い
と
思
っ

た
こ
と
は
？

森　
一
度
も
な
い
で
す
。
守
口
は
家
賃

も
、
駐
車
場
代
も
安
い
、
治
安
も
い
い
、

コ
ス
パ
が
い
い
で
す
。ス
ー
パ
ー
も
い
っ

ぱ
い
あ
っ
て
買
い
物
も
便
利
。

子
ど
も
と
暮
ら
す
生
活
の
リ
ズ
ム

─
と
こ
ろ
で
お
子
さ
ん
は
な
に
か
、
塾

や
習
い
ご
と
を
さ
れ
て
ま
す
か
？

森　
先
日
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
の
教

室
に
行
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
遊
び

ざ
か
り
、
落
ち
着
い
て
何
か
習
得
す
る

と
い
う
感
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
娘
は

ふ
た
り
と
も
ダ
ン
ス
教
室
に
通
っ
て
い

ま
す
。

─
近
所
で
、
よ
く
行
く
遊
び
に
行
く
場

所
な
ど
、
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

森　

大
枝
公
園
に
は
よ
く
行
き
ま
す
。

以
前
出
店
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
馴
染

み
が
あ
り
ま
す
。
あ
と
、
パ
ン
ダ
公
園

（
大
宮
中
央
公
園
）
も
行
き
ま
す
ね
。

─
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ご
飯
は
食
べ
に

い
く
と
こ
ろ
は
？

森　

守
口
に
は
親
子
カ
フ
ェ
が
２
軒
あ

り
ま
す
よ
ね
。

─
「
コ
ノ
イ
ロ
ハ
」
や
「ichi cafe

」

で
す
ね
。

森　
コ
ノ
イ
ロ
ハ
は
行
っ
た
こ
と
あ
り

ま
す
。
長
女
が
小
さ
い
と
き
は
ま
だ
、

親
子
カ
フ
ェ
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
い
ま
す

よ
ね
。
気
軽
に
行
け
る
の
で
あ
り
が
た

い
で
す
。

─
家
族
で
出
か
け
る
と
き
は
、
ど
こ
へ

行
き
ま
す
か
。

森　
キ
ャ
ン
プ
が
多
い
で
す
ね
。
次
は

能
勢
に
行
こ
う
と
し
て
て
、
こ
の
前
は

滋
賀
に
。
あ
と
は
淀
川
で
B
B
Q
し

た
り
。

─
守
口
で
好
き
な
場
所
、
思
い
出
の
場

所
が
あ
れ
ば
教
え
て
下
さ
い
。

森　
私
が
生
ま
れ
て
、
第
一
子
、
二
子

の
生
ま
れ
た
助
産
院
が
つ
い
こ
な
い
だ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
残
念
で

す
。
よ
く
行
く
の
は
居
酒
屋
で
す
。
家

族
と
一
緒
の
と
き
、
友
人
た
ち
と
ご
飯

を
食
べ
る
時
も
、
飲
み
に
行
く
の
も
、

居
酒
屋
ば
か
り
。
最
近
家
族
で
行
く
の

は
、
グ
ル
メ
ハ
ウ
ス
JY
と
い
う
老
舗
の

洋
食
屋
で
す
。
ラ
パ
ン
の
カ
レ
ー
パ
ン

も
お
気
に
入
り
で
す
。
守
口
は
お
い
し

い
お
店
も
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
子
育
て

し
や
す
い
街
で
す
。

旬のフルーツがいつでも手に入る

24 時間フルーツ
守口店
西郷通 2-11-18
24 時間営業
無休

2023 年 11月にオープンし、本格新鮮なフルーツをお
気軽に！をモットーに、農家さんから直送し、24 時間い
つでも美味しい旬のフルーツを提供しています。
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今
村　
屋
台
を
作
る
と
、
ど
こ
か
で
何

か
を
売
る
こ
と
を
考
え
る
か
ら
、
そ
こ

か
ら
も
う
ま
ち
と
の
関
わ
り
が
始
ま
る

ん
で
す
ね
。
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
と
大

き
な
話
に
な
り
が
ち
で
す
け
ど
、
こ
う

い
う
繋
が
り
方
も
あ
っ
て
、
守
口
さ
ん

ぽ
が
終
わ
っ
た
後
、
ど
ん
な
ふ
う
に
こ

の
屋
台
が
生
か
さ
れ
て
い
く
の
か
、
楽

し
み
で
す
。

─
─
出
店
場
所
が
難
し
い
と
思
う
の
で

す
が
、
今
回
の
場
所
は
と
て
も
よ
か
っ

た
で
す
ね
。
ふ
だ
ん
活
用
さ
れ
て
い

な
い
場
所
が
、
商
い
は
じ
め
の
彼
ら
に

と
っ
て
は
と
て
も
価
値
の
あ
る
場
所
に

な
り
ま
し
た
ね
。

馬
場　

守
口
は
い
い
プ
レ
イ
ヤ
ー
が

揃
っ
て
い
て
、
未
来
が
楽
し
み
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。
今
日
対
話
を
し
て
い
て
、

い
い
言
葉
だ
な
と
思
っ
た
の
は
「
ち
ょ

う
ど
い
い
街
」
と
い
う
ワ
ー
ド
。
守
口

の
よ
う
に
自
分
た
ち
の
街
を
楽
し
く

す
る
た
め
に
参
加
す
る
、
自
分
ご
と
と

し
て
捉
え
る
人
の
様
子
を
見
せ
る
こ
と

で
、
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
や
行
政
も
、「
こ

う
い
う
人
が
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
た
め

に
こ
の
街
を
つ
く
る
ん
だ
」
と
認
識
で

き
る
。
つ
く
り
手
発
想
か
ら
使
い
手
発

想
の
街
に
な
っ
て
い
く
。
そ
う
す
る
と

街
が
楽
し
く
な
っ
て
、
結
果
、
街
の
価

値
も
上
が
る
。
行
政
も
住
む
人
も
ハ
ッ

ピ
ー
に
な
る
い
い
循
環
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

加
藤　
今
は
な
か
な
か
20
年
先
、
30
年

先
を
見
た
投
資
を
で
き
な
い
時
代
で
、

「
守
口
さ
ん
ぽ
」
の
よ
う
な
社
会
実
験

は
、
使
い
手
側
の
動
き
を
見
な
が
ら
投

資
の
方
向
性
を
考
え
ら
れ
る
ツ
ー
ル
に

で
き
る
し
、
指
標
に
な
る
な
と
思
い
ま

し
た
。

2023 年で３回目を迎えた「守口さんぽ」は、守
口のいいところをもっと顕在化してみようと考え、行っ
てきた社会実験の場です。2022 年に会場となっ
た豊秀松月線の道路や旧徳永家住宅は、これか
ら日常的に「人の集まる場」としての機能をもった
場所になるべく、来年から工事が始まることになりま
した。

馬場 正尊 Open A 代表
加藤 寛之 サルトコラボレイティヴ 代表
今村 謙人 カモメ・ラボ

パネリスト

地元パネリスト

川浦 文彦 beʼleef 代表
永松 萌美 会社員（守口市在住）
宇田 知令 R-play（2025 年より旧徳永家住
　　　　　  宅のプレイスマネージャーに就任）

守
口
さ
ん
ぽvol.

３　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

守
口
の

  「
ま
ち
を
遊
ぶ
」

ま
ち
の
多
様
性
の
し
か
け
か
た

ワークショップ・屋台の学校

制作した屋台で守口さんぽに出店

豊秀松月線

（※１）守口市のこれからまちづくりを考える取組み
として、地元の店舗や企業と協力し、公共空間等
を活用しながらまちを回遊する社会実験。２０２２
年に会場となった豊秀松月線や旧徳永家住宅は、
この実験を基に「人の集まる場」としての機能をもっ
た場所になるべく、２０２４年から工事を開始。

（※２）地元密着の店舗の利用を促し、商いを育
てることで、地域の価値と人々の生活の質を高め
るローカルマーケット。 大阪市の阿倍野区、東住
吉区界隈で、２０１3 年にスタート。

て
ま
す
ね
。

─
─
地
元
を
好
き
に
な
っ
て
い
く
人
が

増
え
て
街
が
変
わ
る
、
そ
ん
な
ム
ー
ド

を
感
じ
ま
す
ね
。
加
藤
さ
ん
い
か
が
で

す
か
？

加
藤　
先
ほ
ど
自
分
が
主
催
し
て
い
る

「
バ
イ
・
ロ
ー
カ
ル
（
※
２
）」
の
話
を

し
ま
し
た
が
、
地
元
の
人
が
地
元
の
店

を
楽
し
む
と
い
う
の
は
い
い
な
と
思
い

ま
す
。
日
本
人
っ
て
わ
り
と
自
分
の
街

の
自
己
肯
定
感
が
低
い
の
で
す
が
、
自

分
の
暮
ら
し
て
い
る
街
が
い
ち
ば
ん
楽

し
い
と
い
う
の
が
、
21
世
紀
型
の
都
市

の
暮
ら
し
じ
ゃ
な
い
か
な
と
。
永
松
さ

ん
は
そ
の
実
践
者
で
す
よ
ね
。
そ
う
い

う
人
が
増
え
て
い
く
の
は
い
い
ス
ト
ー

リ
ー
だ
な
と
思
っ
て
ま
し
た
。

─
─
こ
の
流
れ
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

す
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
？

馬
場　
ま
ず
、
小
さ
な
魅
力
や
チ
ャ
レ

ン
ジ
が
た
く
さ
ん
始
ま
っ
て
、
そ
の
集

積
で
ま
ち
が
で
き
る
と
い
う
の
が
、
幸

せ
な
街
の
本
来
の
姿
な
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
う
ん
で
す
。
昔
の
都
市
計
画
は

行
政
が
全
て
つ
く
り
、
大
企
業
を
誘
致

し
て
、
そ
の
後
に
住
民
が
住
む
流
れ
で

し
た
。
そ
う
す
る
と
計
画
す
る
人
が
中

心
の
街
づ
く
り
に
な
っ
て
、
住
む
人
は

お
客
さ
ん
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
っ

て
本
当
に
楽
し
い
街
な
ん
だ
ろ
う
か
と

気
が
つ
き
始
め
た
。
今
回
の
取
り
組
み

─
─
ま
ず
は
地
元
パ
ネ
リ
ス
ト
の
み

な
さ
ん
に
、
守
口
市
に
こ
ん
な
場
所
が

あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
う
も
の
を
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
は
じ

め
に
、
守
口
市
で
飲
食
店
や
美
容
院
、

保
育
園
な
ど
を
数
多
く
経
営
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
川
浦
さ
ん
か
ら
お
願
い
し

ま
す
。

川
浦　

今
事
務
所
を
探
し
て
い
ま
し

て
、
駅
か
ら
近
く
て
オ
シ
ャ
レ
な
建
物

が
な
い
か
な
と
リ
サ
ー
チ
し
て
い
ま

す
。
僕
自
身
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
価

値
に
興
味
を
持
っ
て
い
て
。
京
都
で
も

エ
ル
メ
ス
や
ラ
イ
カ
な
ど
の
有
名
ブ
ラ

ン
ド
が
、
古
い
町
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
て
価
値
を
つ
け
て
い
る
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
そ
う
い
う
カ
ッ
コ
い
い
と
こ

ろ
で
働
き
た
い
と
い
う
意
識
に
つ
な
が

る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

─
─
こ
れ
は
宇
田
さ
ん
か
ら
旧
徳
永
家

住
宅
を
プ
レ
ゼ
ン
し
て
も
ら
う
と
い
い

の
で
は
？

宇
田　
は
い
。
２
０
２
４
年
か
ら
旧
徳

永
家
住
宅
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
工
事
が

始
ま
る
の
で
す
が
、
地
域
の
人
が
集
う

場
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
貸
し
農
園

や
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
ブ
リ
ュ
ワ
リ
ー
、

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
で
き
る
ほ
か
、
二

階
に
は
オ
フ
ィ
ス
も
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

─
─
い
い
で
す
ね
、
古
民
家
オ
フ
ィ
ス
。

川
浦
さ
ん
に
ぴ
っ
た
り
で
す
ね
。
ま
た
、

地
域
の
人
が
日
常
的
に
つ
な
が
る
場
所

に
な
り
そ
う
で
楽
し
み
で
す
が
、
永
松

さ
ん
、
守
口
住
民
と
し
て
は
い
か
が
で

す
か
？

永
松　

そ
う
で
す
ね
。
守
口
に
欲
し

か
っ
た
場
所
が
詰
ま
っ
て
い
る
な
と
思

い
ま
し
た
。
農
園
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
と
し
て
も
魅
力
的
で
す
ね
。
で
き

る
の
が
本
当
に
楽
し
み
で
す
。

─
─
ふ
だ
ん
は
ど
ん
な
ふ
う
に
守
口
で

の
暮
ら
し
を
楽
し
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
か
？

永
松　

在
宅
勤
務
の
日
の
ラ
ン
チ
や
、

夜
、
仕
事
帰
り
に
夫
と
行
く
お
店
だ
っ

た
り
、
ち
ょ
っ
と
特
別
な
日
に
行
く
お

店
な
ど
、
お
気
に
入
り
を
見
つ
け
て
ま

す
。
お
店
の
方
と
話
し
た
り
も
し
て
、

守
口
を
満
喫
し
て
ま
す
ね
。

─
─
い
ろ
ん
な
シ
ー
ン
に
合
う
お
店
が

あ
る
の
は
、
守
口
の
い
い
と
こ
ろ
で
す

ね
。

永
松　

本
当
に
そ
う
で
す
ね
。
去
年
、

「
守
口
さ
ん
ぽ
（
※
１
）」
に
出
店
し
て

い
た
お
店
に
足
を
の
ば
し
て
行
っ
て
み

た
り
し
て
か
ら
、
さ
ら
に
行
動
範
囲
が

広
が
り
ま
し
た
。
お
店
の
方
に
別
の
お

す
す
め
の
お
店
を
紹
介
し
て
も
ら
っ
た

り
し
て
。
自
主
的
に
守
口
さ
ん
ぽ
を
し

馬
場　

そ
れ
で
い
う
と
豊
秀
松
月
線

は
、
去
年
、
一
昨
年
に
「
守
口
さ
ん
ぽ
」

で
使
用
し
た
例
に
基
づ
い
て
道
路
設
計

が
さ
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。
ソ
フ
ト
の
実

験
が
あ
っ
て
、
ハ
ー
ド
が
動
く
、
小
さ

な
投
資
が
あ
っ
て
、
大
き
な
投
資
が
動

く
、
そ
う
い
っ
た
時
代
に
な
っ
て
き
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
守
口
市
は
新
し
い

こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

─
─
活
用
が
前
提
の
道
路
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
こ
に
人
が
集

ま
っ
て
く
る
と
周
り
の
お
店
も
元
気

に
な
っ
て
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
人
の
流

れ
が
生
ま
れ
て
、
街
が
変
わ
っ
て
い
く

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
ね
。
一
方
で
、

今
回
高
架
下
に
屋
台
を
並
べ
て
お
店
を

出
す
実
験
を
し
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
は

も
う
、
ハ
ー
ド
面
の
投
資
な
し
で
も
始

め
ら
れ
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
が
、

今
村
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

は
都
市
性
と
ロ
ー
カ
ル
性
が
ち
ょ
う
ど

い
い
バ
ラ
ン
ス
で
共
存
し
て
い
る
街
だ

と
思
い
ま
す
。
完
成
し
き
っ
て
い
る
の

で
は
な
く
、
ち
ょ
っ
と
隙
が
あ
る
。
だ

か
ら
こ
れ
だ
け
気
軽
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
人
が
集
ま
っ
て
き
て
い
る
の
か
な

と
。「
守
口
さ
ん
ぽ
」
は
開
催
を
す
る

こ
と
が
目
的
な
の
で
は
な
く
て
、
ひ
と

つ
は
こ
う
い
っ
た
ま
ち
づ
く
り
の
新
し

い
参
加
者
が
現
れ
る
こ
と
、
そ
れ
か
ら
、

日
頃
使
わ
れ
て
い
な
い
お
も
し
ろ
い
場

所
を
発
見
す
る
こ
と
で
、
街
を
ど
う
使

い
こ
な
す
か
を
自
分
た
ち
で
実
験
す
る

た
め
の
機
会
で
す
。
理
想
は
こ
れ
が
日

常
化
す
る
こ
と
。
変
化
は
連
鎖
す
る
の

で
、ぜ
ひ
一
人
ひ
と
り
が
当
事
者
に
な
っ

て
こ
の
動
き
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
ら
い

い
な
と
思
い
ま
す
。
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きらぼし
保育園

大阪王将
守口店

がんてつはなれ
守口店

守口文化センター
エナジーホール

手づくりキッシュの店
gokan

ガブ飲みバル
Motti 

ドラック
セガミ 

be’leef.ric
守口店 

守口 海のや 

酒房 なにわ

呂仁
（Rogin’s Tavern）

さんま
夕立ち食堂

串かつ酒場 
えん満 守口店

鯛将丸 
守口本店

西口

松屋

スパゲッティハウス
ボルカノ守口店

ビリヤニの家

酒屋の立呑み処
大阪城

美食美酒 柿右衛門

グルメハウスやまぐち
ラ・エスペランサ

茶房石乃

料理家 柳

comame

バールジェニオ
旧徳永家住宅

CHEZ NISHIGUCHI

season

ローソン

Les pains favoris

イオンタウン

竜田通り麺や しき

Barその後

お出汁とスパイス
マルエスエレクトロニカレー

ひよし酒店
立呑み倶楽部

文禄堤
薩摩英国館

炭火焼
kitchen 美

鉄板酒場 野次馬
ヨッコイショ
麺屋 豚と鶏と僕

居酒屋
たかちゃん

六源

守口宿
高札場

お好み焼き
じょじょ

North Dining
神衣

文禄堤 茶味なすび
麺屋 とり仁

美ら風南風
櫻家cafe mikke

あさ香

La gioia
La mana

パーソナル
トレーニングジム

BOCHA

鳥貴族 守口店

力 Riki みつ岡

うまいもん家
繋-TSUNAGU-

ベーカリー＆カフェ ファゴット
守口市民体育館

樂食イタリアン
マジョリカ

四川麻婆
ホントのしあわせ本店

来迎カレーの店
うぺぽ

ビストロ
ウーノアン

センジュドー
菓子店

ベトナム料理
ずん屋

みよし
写真館 縁が和

ビール堂

小料理屋
season

カフェとお酒のお店 創

酒楽まる

炉端焼き
一新 守口

ちょい飲み
ざこば

焼肉ホルモン
牛蔵

アイリスカフェ

至  淀
屋橋

　  中
之島

豊秀松月線

西口エリア

旧徳永家住宅活用事業

桜町団地

守口市旧本庁舎等
跡地活用事業

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
発
表

守口市駅北側エリア

みんなの
おすすめ店
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点での取り組みが面に広がり、
相乗効果でエリアのイメージや価値向上に繋げ、
守口にしかない魅力を発信したい。

瀬野	憲一	市長

市長より

戦
略
を
作
っ
た
経
緯
・
背
景

　

守
口
市
で
は
、「
第
６
次
守
口
市
総
合
基
本
計
画
」
を

は
じ
め
と
し
て
、
市
政
運
営
に
係
る
基
本
方
針
等
を
定

め
る
各
種
の
主
要
計
画
に
お
い
て
も
、
守
口
の
魅
力
と
出

会
う
機
会
を
増
や
す
こ
と
や
、
守
口
市
駅
周
辺
な
ど
市

内
外
の
多
く
の
人
を
惹
き
つ
け
る
地
域
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

と
な
る
都
市
の
顔
づ
く
り
、
そ
れ
ら
の
魅
力
の
発
信
に

よ
る
都
市
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
向
け
、
中
心
市
街
地
の
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
守
口
市
総
合
基
本
計
画
や
都
市
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
と
い
っ
た
主
要
計
画
で
は
、
守
口
の
将
来
都
市
像

や
大
き
な
方
向
性
を
描
く
も
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
と
っ
て
実
感
が
湧
き
や
す
い
も
の
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
「
守
口
市
駅
北
側
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
戦

略
」
を
策
定
す
る
こ
と
で
、
前
述
の
計
画
で
示
し
た
大

き
な
方
向
性
を
守
口
市
駅
北
側
を
対
象
エ
リ
ア
と
し
て
、

エ
リ
ア
価
値
の
向
上
に
向
け
、
公
民
が
連
携
し
て
、
共
に

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と

し
て
示
す
こ
と
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
も
わ
か
り
や
す

く
実
感
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で

策
定
に
い
た
り
ま
し
た
。

戦
略
に
か
け
る
想
い

　

守
口
市
駅
北
側
エ
リ
ア
は
、
京
阪
電
車
と
大
阪
メ
ト

ロ
が
通
っ
て
い
る
と
い
う
交
通
利
便
性
の
良
さ
が
あ
り
、

ま
た
、
商
業
施
設
も
あ
る
一
方
で
、
文
禄
堤
や
旧
徳
永

家
住
宅
と
い
っ
た
、
歴
史
的
な
構
造
物
も
あ
る
と
い
っ
た

魅
力
溢
れ
る
エ
リ
ア
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
魅
力
が
あ
り
な
が
ら
も
、
エ
リ
ア
の
一
部
で

は
、
空
き
家
が
散
見
さ
れ
る
な
ど
こ
の
エ
リ
ア
の
魅
力
が

伝
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
手
法
を
用
い
て
、
こ

の
エ
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
や
価
値
を
転
換
さ
せ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
エ
リ
ア
の
今
後
に
つ
い
て

　

こ
の
エ
リ
ア
で
は
、
市
役
所
跡
地
活
用
事
業
や
、
豊

秀
松
月
線
整
備
事
業
、
旧
徳
永
家
住
宅
活
用
事
業
な
ど

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
た

点
で
の
取
り
組
み
が
面
に
広
が
り
相
乗
効
果
で
エ
リ
ア

の
イ
メ
ー
ジ
や
価
値
向
上
に
繋
げ
る
こ
と
で
、
守
口
に
し

か
な
い
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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